〔論 文〕幼稚園児のメディア活用と学校図書館メディアに対する保護者の期待に関する研究 by 駒谷 真美 et al.
1.研究の背景と目的
（1） 背 景
① 学校図書館メディアの現状
学校におけるメディア環境は，電子黒板デジタ
ル教科書タブレット端末などの最新メディアの出
現に伴い，変化を余儀なくされている。そこで，省
レベルでは，「21世紀にふさわしい学校教育の実現」
に向け，様々な事業を体制化しつつある。文部科学
省は，「学びのイノベーション事業」を立ち上げ，
ソフトヒューマンの観点で，教育用コンテンツの
開発や教育研修の支援などを行っている（2012）。
総務省は，「フューチャースクール推進事業」とし
て，情報通信技術の観点からICT導入法を示し，
教育の情報化を進めている（2012）。
このような背景の中，メディアセンターとして学
校図書館の役割が検討されつつある。欧米では，学
校図書館は，教育と情報のハブとして機能している
（河西，2010）。しかし，日本の学校図書館の多くは
旧態依然である。その中で，玉川学園の「学園マル
チメディアリソースセンター（以下MMRCと略す）」
は，先進的な学校図書館として一線を画している。
なぜならMMRCは，幼稚部から高等部までの幼児
児童生徒を対象に「従来の図書館機能に加え，マ
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ルチメディアシアターのほか映像音楽制作スペー
ス，ワークショップスペースなどが配置され，日常
的に利用が可能な総合情報図書館学習センターの
役割を果たしている」からである（玉川学園，2012）。
そこで，本研究では，MMRCを活用することで，
メディアセンターとしての学校図書館，ひいては，
学校におけるメディア環境の青写真を示したい。
② 幼稚園児と接続期
本研究では，「接続期」に着目する。無藤（2006）
は，幼児期の終わりから学童期の初めに，「接続期」
を考慮する必要性を指摘している。この背景には，
近年の小1プロブレムの深刻化がある。入学したて
の小学校1年生が，①集団行動が取れない，②授業
中に集中して座っていられない，③話を聞けない，
④友だちと遊べない，⑤自分勝手な行動を取り，ト
ラブルが起きると泣きわめき，注意されても聞くこ
とができない，など学級崩壊につながる，つまり学
習活動を成立させることが困難な問題を抱えている。
この問題を解決するためには，幼稚園から小学校へ
の「なめらかな接続」が必要とされる。幼児期の教
育の成果を如何に小学校で受け継ぎ生かすかとの観
点に立ち，一切の段差をなくすという意味ではなく，
段差を少しずつ踏んで上がっていくことで，学習を
途切れさせない。そのために「接続期」を設定し，
協同的学びを進めていくことが重要とされている
（善野前田，2011）。
海外においても，「接続期」は，北欧の教育シス
テムでは就学前教育（フィンランド）やゼロ学年と
も呼ばれる就学前クラス（スウェーデン）として，
その妥当性が認識されている（河本，2002;庄井中
嶋，2005）。「接続期」は，単なる過渡期ではなく，
子どもの現状を把握し，次段階への順当な発達を促
すための重要なステップである。
本研究における「接続期」は，お茶の水女子大学
附属幼稚園小学校モデルを基本とする（お茶の水
女子大学附属幼稚園お茶の水女子大学附属小学校児
童教育研究会，2004，以下「お茶の水モデル」と略す）。
お茶の水モデルでは，接続期を「人との関係や周囲
の環境が大きく変化することに伴ない，子どもたち
の戸惑い不安期待緊張などを，教師が丁寧に
受けとめ支えながら，教師や友だちとの豊かな関わ
りを基盤に，主体的に学ぶ姿勢を育む時期」と意味
づけている。そして，「幼稚園から小学校へのなめ
らかな接続を達成するために，幼稚園の年長後期か
ら，1年生の1学期をひとまとまりの時期」として
捉えている。具体的には，次の3期を接続期と位置
づけている。
・前期（幼稚園5歳児10月～3月）関わりを広め，深め
る。小学校生活に向け，体験の共有化を図る。
・中期（小学校1年生入学～ゴールデンウィーク前）幼稚
園から小学校へ安心して移行し，自分を表現できる
ようにする。
・後期（小学校1年生ゴールデンウィーク明け～7月）知へ
の興味を耕し，自分で考え学んでいこうとする姿勢
を伸ばす。
お茶の水モデルでは，前期の基本的な方針を「自
分の思いを表現し，自信を持って楽しく夢中になれ
る体験を豊かに持ち，それを基盤にして，友だちと
関われる，関わろうとする，相手の話を聞く，相手
の気持を考えて行動するようになる」「一人ひとり
の活動の充実が，なかまと一緒に行う体験を通して
学びにつながり，なかまとの体験の積み重ねが一人
ひとりの学びに活きてくるような試み」としている。
このことからも前期における保育の学びが，生涯を
通した生活の基本になっており，如何に重要かがわ
かる。そこで，本研究では，接続期前期を「接続期」
の起点とし，研究のプラットホームと考える。
（2） 目 的
本研究は，科研費基盤（B）「学校図書館におけ
るメディア活用の多様性が学習活動に及ぼす影響に
関する研究」（研究代表者 河西由美子）の分担研究
である「幼稚園から小学校の接続期における図書館
のメディア活用体験研究」の一環である。接続期前
期に適したメディアセンターとしての学校図書館を
活用するプロジェクトの企画から実施を経て，効果
を検証するまでが本研究の大目的である。その最終
目的のために，三カ年計画の初年度に当たる本年度
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は，本に興味を持ち始める接続期前期（幼稚園年長
児クラス3学期）におけるメディア環境の実態を把
握することを目的とする。具体的には，玉川学園幼
稚部の協力のもと，保護者にアンケート調査を実施
し，幼稚園児が実際に関わっているメディアに関し
て，接触時間態度意識を明らかにする。
2.方 法
（1） 調査対象と調査時期
調査対象は，玉川学園幼稚部の年少児クラス（1
クラス23人）年中児クラス（2クラス39人）年長
児クラス（2クラス30人）の保護者の中から，アン
ケート調査に協力してくれた63人である。内訳は，
回答した保護者は，母親 61人と祖母 2人（mean
age＝39.94,range＝3263,SD＝6.133， 有効回収率
98％）であり，回答対象となった園児は，年少児17
人年中児 23人年長児 23人（meanage＝4.90,
range＝36,SD＝.911）である。
調査時期は，2012年1月26日である。
（2） 手続き
2011年5月に，玉川学園幼稚部の部長櫻井利昭
先生に研究主旨を説明し，調査協力を依頼した。
2011年10月に，アンケート実施について打診し，
2012年1月頃と決定した。2011年12月から2012
年1月上旬にかけて，本研究の母体研究である科研
費基盤（B）「学校図書館におけるメディア活用の
多様性が学習活動に及ぼす影響に関する研究」に関
わる玉川大学堀田龍也教授と河西由美子准教授とア
ンケート内容について吟味した。同時期に，櫻井先
生とアンケート実施日と時間について検討した。幼
稚部から保護者にアンケート協力を依頼してもらっ
た。2012年1月26日降園時，アンケート協力を承
諾した保護者に，幼稚部の2階会議室に集合しても
らった。担任の先生と本研究者の駒谷が立会った。
倫理的配慮から先入観や不安を回避するために，回
答に正誤の区別はなく，コンピュータ分析を行うた
め個人は特定されないことを，保護者に説明した。
配布回収法でアンケート調査（15分程度）を実施した。
アンケートの分析は，PASW Statistics18を使
用した。年少児年中児年長児3クラス間につい
て，Kruskal-Walisの検定を行った結果，主要項
目で3クラス間での有意差は見られなかったため，
3クラスを1つにまとめ，子ども全体の結果として，
表示している。有意差が生じているマイナー項目に
ついて別記した。
（3） アンケートの内容
アンケートは，フェイス項目に続き，子どものメ
ディアに関わる生活現段階の子どもの育ち学校
環境と最新メディアに対する期待の項目を設定した。
子どものメディアに関わる生活では，読書（絵本や
一般の本も含む）テレビ視聴ゲーム遊び（DSや
PSPのゲームを含む）DVD視聴ケータイ使用
スマートフォン（スマホ:iPhoneなど）利用コン
ピュータ利用タブレット（iPadなど）利用の8場
面に，子どもの日常活動である外遊び習いごと
（自宅や塾の両方）の2場面を加えた。この10場面
において，子どもが関わる時間一緒に行う相手に
ついては多肢選択法で尋ね，必要度習熟期待度に
ついては，4件法（1まったくそう思わない2あま
りそう思わない3ややそう思う4とてもそう思う）
で尋ねた。メディアと関わり始めた時期については，
年齢を数字記入する形式にした。現段階の子どもの
育ちについては，幼稚園教育要領の5領域（健康
人間関係環境言葉表現）の内容から，本研究の
主旨に合致したものを16項目選出し，4段階評定
尺度で聞いた。学校環境では，幼稚部とMMRCに
おいて期待する点を4段階評定尺度で尋ねた。最後
に，スマートフォンタブレットコンピュータ等
の最新メディアを子どもが使用する際に期待する点
を自由に回答してもらった。
3.結 果
（1） 子どものメディアに関わる生活
① 子どもがメディアと関わる時間
子どもが日常生活でどのくらいメディアと関わっ
ているか，使用時間を保護者に尋ねた。外遊び習
いごと読書テレビゲームDVDケータイ
スマホコンピュータタブレットの10場面につ
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いて，1日あたりの使用時間を7つの選択肢（30分
以下1時間くらい2時間くらい3時間くらい4時
間くらい5時間以上見ない（しない）もしくは持っ
ていない）を設定した。その結果から，「30分以下」
「1時間くらい」と回答したものは低群，「2時間く
らい」「3時間くらい」を中群，「4時間くらい」「5
時間以上」を高群，「見ない（しない）持っていな
い」を無使用群の4群に分類し，図1に表した。
メディアに関わる場面では，1時間以下（低群）が
最も多かったのは，読書（94％）DVD（84％）テ
レビ（70％）で，外遊び（73％）や習いごと（79％）と
同傾向にある。テレビでは，23時間（中群）も25
％存在する。低群と無使用群の2極化になるのは，
ゲームケータイスマホコンピュータタブレ
ットである。その割合は，ゲームでは，1時間以下
の低群（46％）と未使用群（54％）は五分に近い。
残りの4場面では，無使用群が過半数を占める一方，
コンピュータとタブレットは25％前後，ケータイ
とスマホは20％近くの低群が認められる。
② 子どもがメディアと関わり始める時期
子どもが日常生活でメディアと関わり始めるのは
いつ頃か，開始した年齢について保護者に尋ねた。
開始した年齢の平均と人数を表1にまとめた。
0歳からは，屋外の遊びに続き，屋内のテレビと
本に接触している。1歳からDVD，2歳後半から
ケータイ，3歳後半からはゲームコンピュータ
タブレット，4歳からスマホを始めている。5歳か
ら関わり始めたメディアはなかった。
③ 子どもが一緒に行う相手
子どもがメディアに関わる行動を誰と最も一緒に
しているか，その相手について，「自分一人」「友達」
「兄弟姉妹」「母親」「父親」「祖父母」「その他」の7
択から1つを選ぶ多肢選択法で尋ねた。
表2に示したように，最多の相手は，母親兄弟
姉妹自分の 3パターンに分かれた。本を読む
（68％），外で遊ぶ（36％）以外に，ケータイとコン
ピュータ（共に16％）にも母親が関わっている。テ
レビ（47％）DVD（44％）ゲーム（25％）は，兄
弟姉妹と遊ぶ傾向が見られた。最新メディアのタブ
レット（13％）とスマホ（12％）は，子ども自身が
操作していることがわかった。
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図1 子どもがメディアと関わる時間（％,N＝63）
④ 子どもへのメディア必要度
子どもにとって，メディアがどのくらい必要であ
るか，メディア必要度について4段階評定尺度で保
護者に尋ねた。「やや」又は「とても必要である」
と回答した度数を合計し，図2に示した。
メディア必要度は，読書＞テレビ＞DVD＞コン
ピュータ＞タブレット＞ケータイ＞スマホ＞ゲーム
の順に高かった。読書の必要度は100％と突出して
おり，外遊びや習いごとと同様に大多数が必要と認
めている。テレビDVDコンピュータについて
は，半数近くが子どもに必要と感じている。ケータ
イスマホタブレットは後発のモバイルメディア
であるが，必要度は3割に達している。タブレット
の必要度は31％あり，ケータイとスマホは合わせ
ると32％になる。ゲームの必要度は5％に留まっ
ている。
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表1 子どもがメディアと関わり始める時期
開始した年齢
（平均/歳）
開始している
人数（N＝63）
外遊び 0.6 63
テレビ視聴 0.87 63
読書 0.9 63
DVD視聴 1.33 62
習いごと 2.4 58
ケータイ使用 2.92 24
ゲーム遊び 3.74 31
コンピュータ使用 3.74 27
タブレット使用 3.82 17
スマホ使用 4.21 19
表2 子どもが一緒に行う相手
最多相手
％（度数）
N＝63
読書 母親 67.7（42）
外遊び 母親 35.5（22）
ケータイ使用 母親 15.9（10）
コンピュータ使用 母親 15.9（10）
テレビ視聴 兄弟姉妹 46.8（29）
DVD視聴 兄弟姉妹 44.4（28）
ゲーム遊び 兄弟姉妹 25.0（15）
習いごと 自分 42.9（27）
タブレット使用 自分 12.7（8）
スマホ使用 自分 11.7（7）
図2 子どものメディア必要度（N＝63）
⑤ 子どもへのメディア習熟期待度
子どもが，メディアを含め日常生活で行っている
13の活動について，どのくらい習熟（そのことにつ
いて十分慣れ，上手になること）してほしいか，習熟
期待度を保護者に 4件法で尋ねた。「やや」又は
「とても習熟してほしい」と回答した度数を合計し，
図3に示した。
習熟期待度は，大概して 90％ 以上の上位群と
50％以下の下位群に分かれた。上位群では，「体を
動かす」（100％）「外で遊ぶ」（98％）「本を読む」
（98％）「文字を使う」（98％）「数字を使う」（97％）
「習いごとをする」（93％）が入る。よって家庭や幼
稚園での生活に関わる行動については，保護者の願
望が高いことがわかる。下位群では，メディアに関
わる行動が並ぶ。下位群は，さらにメディアのタイ
プ（双方向メディア一方向メディア）により2層化
される。まず 1層目は，「コンピュータを使う」
（52％）「タブレットを使う」（33％）に加えて，「ス
マホを使う」（16％）「ケータイを使う」（15％）は，
合計すると31％になる。保護者の5割から3割が，
これらインタラクティブメディアの習熟を期待して
いる。次の2層目に位置する「テレビ視聴」（30％）
「DVD視聴」（26％）について，保護者の3割前後
が，定番メディアとして習熟を望んでいる。双方向
メディアながら「ゲームをする」（8％）については，
保護者の期待は低かった。
（2） メディアと関わる子どもの育ち
日常生活において子どもの何が育っているか，実
態を把握するために，現段階の子どもの育ちについ
て，保護者に尋ねた。具体的には，幼稚園教育要領
の5領域（健康人間関係環境言葉表現）の内
容から，「子どもがメディアに関わる生活」を把握
でき，メディア活動にがるような16項目（健康1
項目人間関係6項目環境2項目言葉5項目表現
2項目）を選出し，4段階評定尺度で聞いた。表3
は，「やや」又は「とても当てはまる」と回答した
度数を合計し，領域ごとに現段階の子どもの育ちを
まとめたものである。保護者の7割以上が，16項
目全てについて子どもの育ちを認めていたため，領
域ごとの子どもの実態を総合的に述べる。
健康では，自ら体を動かす態度が認識されて
いる（86％）。人間関係において，9割以上の子
どもが，楽しみ遊ぶ過程から，自ら目的意識を持ち
頑張ろうとする気持が育ちつつある。友人関係では，
「自分の思っていることを相手に伝え，相手の思っ
ていることに気づいている」（76％）状態であるの
で，友だちの存在に気づくことから友だちに対する
配慮が芽生えつつある。友だちと遊ぶことで，他者
との接し方を学んでいるところである。環境で
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図3 子どもへの習熟期待度（N＝63）
は，数や形に興味を持つ機会があり（92％），好奇
心から思考する行為へ発展しつつある（95％）。言
葉では，9割以上が自分の気持ちを自分の言葉で
伝えている。「人の話を注意して聞き，相手にわか
るように話している」（73％）状態であるので，友
だちの視点に立って伝える術は発展途上である。
表現では，日常生活で感受性を育んでいる
（92％）。「感じたこと，考えたことを音や動きで表
現したり，自由に描いたり（書いたり）作ったりし
ている」（79％）状態であり，表現性を伸ばしつつ
ある。
（3） 学校のメディア環境に対する期待
子どもが通う学校環境について，どのような点に
期待するか，幼稚部とMMRC（学園マルチメディア
リソースセンター）の2カ所について，保護者に尋
ねた。学校環境期待度を4件法で聞いた結果，「や
や」又は「とても期待する」と回答した度数を合計
し，図4に示した。
幼稚部では，保護者の多くが，「色々なジャンル
の本を置いてほしい」（94％）「子どもが読む時間を
増やしてほしい」（90％）と，要望していた。子ど
もが現在通っている幼稚部に，広く深く読書する機
会を望んでいることがわかった。
MMRCでは，子どもの活動活用方法場の提
供の3つの視点において，全体的に高い期待が寄せ
られた。まず，子どもの活動に関しての要望である。
「子どもが遊ぶ時間を増やしてほしい」（90％）「幼
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表3 現段階の子どもの育ち（N＝63）
領域育ちの内容
やや＋とても当てはまる
％（度数）
健康進んで戸外で遊んでいる 85.7（54）
人間関係自分で考え，自分で行動している 91.9（57）
人間関係色々な遊びを楽しみながら，やり遂げようとする 92.1（58）
人間関係自分の思っていることを相手に伝え，相手の思っていることに気づ
いている
75.8（47）
人間関係友達のよさに気づき，一緒に楽しく遊んでいる 96.8（61）
人間関係友達と一緒に遊びながら，工夫したり協力したりしている 95.2（60）
人間関係共同の遊具や用具を大切にし，みんなで使っている 93.7（59）
環境身近な物に興味を持ち，考えたり試したりして工夫して遊んでいる 95.2（60）
環境普段の生活で数や形に興味を持っている 92.1（58）
言葉先生や友達の話を興味を持って聞いたり，話したりする 90.5（57）
言葉したり，見たり，聞いたり，感じたり，考えたりしたことを自分の言葉
で伝えようとする
90.5（57）
言葉人の話を注意して聞き，相手に分かるように話している 73（46）
言葉絵本や物語に親しみ，興味を持って聞き，想像する楽しさを味わってい
る
90.5（57）
言葉普段の生活で文字で伝える楽しさを味わっている 82.3（51）
表現生活の中で，様々な音色形手触り動きに気づいたり，感じたり
して楽しんでいる
92.1（58）
表現感じたこと，考えたことを音や動きで表現したり，自由に描いたり（書
いたり）作ったりしている
79.4（50）
稚園児対象の本を増やしてほしい」（86％）「子ど
もが自分で調べて学べる活動を増やしてほしい」
（84％）「子ども達が一緒に協力して調べて学べる
活動を増やしてほしい」（82％）と，遊ぶ時間と子
どもに適した本の確保，主体的かつ協同的活動の増
加を望んでいることがわかった。
次に，活用方法である。「親子で活用できる方法
を教えてほしい」（87％）「保護者に使い方をわか
りやすく説明してほしい」（83％）「子ども達が積
極的に利用できる初心者向けのプログラムを作って
ほしい」（81％）「幼稚園児に使い方をわかりやす
く説明してほしい」（73％）と，親子保護者子
ども，どの立場でもMMRCをどのように利用でき
るのか，説明を求めていることがわかった。
最後に，場の提供では，「最新メディア機器を使
った遊びや学びの場を提供してほしい」（64％）
「子ども達の情報発信の場を提供してほしい」
（64％）と過半数の保護者が望んでいた。
（4） 最新メディアに対する期待
子どもが，スマートフォンタブレットコンピ
ュータなどの最新メディアを使用する場合に期待す
る点を尋ね，自由記述してもらった。63人中42人
の回答を得られた。その結果，内容により以下の7
項目にカテゴライズした。①から⑤までが肯定的な
内容，⑥⑦が否定的内容である。（ ）は回答数
である。回答例は，ほぼ原文通りとした。
① 学習活動に関する期待（9）
・遊びながら学べ，勉強の楽しさを知る（3）
例:本を読んだり，地図などを学んだり，知育系の
アプリなどで遊びながら学べるもので楽しめたらよい
・自分で調べて伝える（6）
例:自分で調べたい言葉や事柄をうまく説明し，ま
とめる力をつける
例:自ら不思議に思ったこと，知りたい事を進んで
学べる
例:自分の言葉で周りにかみ砕いて説明できる
例:調べた事から色々な分野に興味が広がる
② 機器操作に関する期待（7）
・ツールとして，ある程度使いこなせるようにな
る
例:物を知るという点では，とても役に立つ道具な
ので使いこなしてほしい
例:遊び道具としてではなく，ツールとして使いこ
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図4 学校環境期待度（N＝63）
なしてほしい
例:低年齢の子どもには効果的であり，紙やペンと
同様に道具として浸透してほしい
例:文字入力をする画像を見る電話をかける
連絡先のチェックをするなど
③ メディアリテラシーに関する期待（6）
・手軽に情報収集できる
・たくさんの情報の中から必要なものを見つける
・情報が正しいものであるかどうかの判断ができ
る
④ コンテントに関する期待（5）
・楽しくわかりやすく，共有できる（3）
例:文字（ひらがな，カタカナ）数字のアプリを使用
している。繰り返し使用するので，ある程度で「ま
た明日っ！」と出るアプリ，5歳の兄と3歳の妹で
共有しているので，「じゃあ次は○○ちゃん」と分
けあうアプリがほしい
・子どもがわかる情報を自分で操作できる
・文字の勉強（あいうえお，ABCなど）や通信を学ぶ
⑤ 使用方法や時間に対する期待（4）
・わかりやすく説明し，最新メディアを使う時間
を増やしてほしい
・大きくなるにしたがって必需品になるので，使
い方と有用性を説明してほしい
⑥ メディアの危険性に対する懸念（9）
・リスクの把握から始める
例:道徳的によくないサイトの閲覧に制限をかけて
もらえれば，すぐに最新メディア（タブレットコン
ピュータ）への接触をさせていきたい
例:将来的には必要ではあると思うが，現時点では
できるだけ接するのが遅いほうがよい
例:果たして何歳から使うのが適正か（目の健康の面
や他の遊びへの影響など）を，まずきちんと知りたい。
その上で現実をリンクさせた（PCに偏らない）使い
方をしたい
・依存への不安が募る（5）
例:最新メディアに頼りすぎない。直接見たり聞い
たり，さわったりする感覚を今は大事にしてほしい
例:集中しすぎて，目が悪くなったり，のめりこみ
すぎたりしたら心配である
例:最新メディアよりも人間同士の関わりを大切に
してほしい。メディアは適度に触れる
⑦ 期待する点なし（2）
・携帯も含めPCなどは今のところ必要性を感じ
ておらず，本や辞書などを引けるようになって
ほしい
・ゲームではなく計算や書き順など，勉強に関す
る事にのみ使用しているが，特に期待すること
はない
4.考 察
（1） メディアと関わる子どもの姿
調査結果から，子どもとメディアに関わる行動と
意識について，次の①から⑤の特徴を示す。
① 使用するメディアの多様化最新メディアと日
常的接触
Benesse次世代育成研究所（2011）が，首都圏の0
歳から6歳児の保護者3522人を対象に行った調査
の中から幼児に関する結果を抜粋し，本調査結果と
比較し考察する。Benesseの調査では，幼稚園児（4
歳から6歳）のテレビとDVDの視聴時間は，共に2
3時間の中群が多かった （テレビ 48.0％， DVD
53.5％）。一方，本調査の対象児は1時間以下の低群
が最も多かったことから，テレビとDVDの視聴時
間に関しては，接触時間は短時間傾向であるといえ
る。この要因として，本調査の対象児は，絵本やテ
レビから最新メディア（ケータイスマホコンピュ
ータタブレット）まで，多くのメディアと日々接
触していることが考えられる。中でも，2割前後の
子どもが，毎日最新メディア（ケータイスマホコ
ンピュータタブレット）と接触している現状が認め
られる。
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② メディア接触の低年齢化限定的なペアレンタ
ルコントロール
通常，幼児がゲームとの接触を開始する時期は，
5歳が最も多いとされており（駒谷，2012），Benesse
の調査でも，3歳から6歳までの幼児の32.6％が
ゲームを始め，27.7％がコンピュータと接触してい
る。しかし，本調査の対象児は，既に50％がゲー
ムを，43.5％がコンピュータを始めており，低年
齢化の傾向が見られた。ケータイは小学校高学年か
らの開始が多いが（駒谷，2012），本調査の対象児は，
2歳後半から開始され，ケータイも早期化が見られ
る。加えて，スマホタブレットの最新モデルが毎
年のように発売され，スマホとタブレットの急速な
普及が顕著である（総務省，2012）背景からも，今
後，最新メディアについても接触の低年齢化が予測
される。
最新メディアとの接触が起こる場合，子どもが一
緒に行う相手について，本調査では，ケータイとコ
ンピュータは，保護者が相手になっており，スマホ
とタブレットは子どものみで操作している。このこ
とから，ペアレンタルコントロールの範囲が，最新
メディア全般ではなく，限定的であると示唆される。
③ 最新メディアに対し徐々に増す必要と期待
本調査の保護者は，子どもにとって，本の必要度
が最も高く，全面的に期待もしている。双方向メデ
ィア（コンピュータタブレットケータイスマホ）
については，5割から3割の保護者が習熟を期待し，
その必要度は，タブレットケータイスマホを合
計して63％になる。この結果から，本のように定
番化したものではないが，子どもの将来には何らか
の形で最新メディアが必要であるという認識はでき
つつあると考える。
④ メディアに関わる子どもの育ち
幼稚園教育要領の5領域から，メディアに関わる
子どもの育ちを見取る。「言葉にして自分の気持ち
を話す，友だちの話を聞く，話すことと聞くことを
つなげる」ことができつつあり，情報伝達の基本が
構築されている過程である。堀田（2010）は，保育
におけるメディア活用の主たる活動のねらいとして，
「文字や数への興味関心」「気持ちの共有表現，協
同コミュニケーション」などを挙げている。本調
査の対象児には，「言葉や文字への関心」が見られ
ることから，視る力（観察力）と聴く力を高め，言
語力と思考力の相互発達へ導くことが望まれる。同
時に「協同の基礎づくり」を工夫しているところで
あり，「仲間として集団関係」の構築が，今後のね
らいとなろう。
⑤ 学校環境としてMMRCに高まる期待最新メ
ディアに対する「諸刃の刃」観
保護者のMMRCに対する期待は高く，機会があ
れば，積極的に親子で関わりたいと願っている。
MMRCの具体的な活用方法やプログラムを希望し
ている。学校環境としてのMMRCを，子どもの主
体的かつ協同的な活動を助長する場として期待して
いる。
最新メディアに関しては賛否両論であるが，その
比重は肯定的な期待の方が大きい。遊びながら学べ
る，自分で情報の取捨選択ができる，学習活動のツ
ールとして期待し，使用するコンテントにも期待を
示している。否定的な側面としては，身体的影響や
情報漏えいのリスクなどメディアの危険性に対する
懸念と依存への不安を抱いている。
（2） 今後の課題
本年度の調査結果と考察を踏まえて，次年度は
「接続期前期における学校図書館活用プロジェクト」
の方向性を検討したい。保護者は，最新メディアが
発展する可能性を十分に認識しており，実際に子ど
もが日常生活で最新メディアに接触する機会は確実
に存在している。しかしペアレンタルコントロール
の徹底には至っていない。そこで学校教育の一環と
して，メディア環境（MMRC）での最新メディアを
活用した「遊び学ぶ」場と機会の提供は，有意義で
あると確信する。
具体的には，玉川学園幼稚部の年長児を対象に，
接続期前期で，MMRCでのメディア活動を推進す
るプログラムを，幼稚部教諭MMRCの司書スタ
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ッフ本研究者らが協働して計画したい。MMRC
では，以前2007年11月読書週間に，河西准教授の
監修の下，学校図書館をメディアセンターとして積
極的に活用する体験プロジェクト 「Mission
PossibleatMMRC」を実践している。このプロ
ジェクトは，小学校2年生を対象に，MMRCの特
徴や機能を理解するために，スパイに扮した教諭か
ら楽しいミッション（課題）をビデオ視聴で与えら
れ，子ども達はMMRC内をウォークラリー形式で
活動していくものであった。次年度の研究では，こ
のプロジェクトの内容を踏襲しながらも，接続期前
期の子どもに即したMMRCの探検方法を検討した
い。加えて，MMRCの探索マップや課題を取りこ
んだアプリを制作し，最新メディアのタブレット
（iPad）に入れて，探索ツールとして活用する，学
校図書館メディアの新たな活用方法を探りたい。
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